
施設管理計画表

【施設の現況】 【見直し方針の説明】

（実施する見直しの内容）

（見直しに伴う問題点や課題）

【類似施設との連携】

【行程表（手順及びスケジュール）】

～

～

～

～

～

0

0

0

0

0
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利 用 率
（人／日）

４月 ７月

258

33.30
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利用率向
上対策

－

59,597

253,656

△ 194,059

8,600
年間利用
者 （ 人 ）

年間利用
可能日数

平成２２年度
内容

平成２０年度
１月

経常収入
（ 千 円 ）

設置年度

経常経費
（ 千 円 ）

差 し 引 き
（ 千 円 ）

管理形態

面積 ( ㎡ )

土地所有

委託

2,232.85

町有地

平成14年度

４月 １月

施設分類

施 設 名 所 管 課 所 在 地

見直方針ごみ処理施設 現状維持

クリーンセンター・ごみ焼却施設

１月４月 ７月 １０月 １月 ７月 １０月４月 ４月 ７月 １０月１０月 ７月 １０月 １月４月 ７月 １０月
平成２６年度

網上郷813番地8

平成２５年度

優先順位

／

　本施設は、住民の快適な生活環境づくりを目的として、平成１４年１２月に上五島地域広域市町村圏組合により設置され
た施設で、施設維持管理のため、町職員２名を配置している。施設では、ごみ処理を適正に行うため、施設を施工した企業
の子会社である三機化工建設株に運転管理を委託している。設置後５年を経過し、稼動当時から効率的な運営を心がけ、
あらゆるコスト削減に努めているが、現在の「単年度契約」及び「仕様発注」ではコスト削減の効果が十分に発揮できている
とは言い難い状況である。そのため、今以上のコスト削減を実施するには、包括的運営管理委託（性能発注の考え方に基
づく委託方式）に移行させることでコストの軽減が可能となる。また包括的運営管理委託の導入によるメリットとして、施設
維持管理費の平準化と施設の運転・維持管理・補修に係る技術的なリスクを民間企業に移行することが可能となり、安定し
たごみ焼却施設運営ができる。以上のことを総合的に判断して、包括的運営管理委託(5年間)への移行を実施する。
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平成２３年度 平成２４年度

予定される
統合先

所管課長名 白石英穂

平成２１年度

環境課

見直目標
年 度

施設№ 197

M33.1 M33.1

M33.1 M33.1

M33.1 M33.1

M33.1 M33.1

M33.1 M33.1

　長期の委託契約（5年間）になるため、契約にあたっては、内容等を十分に審議し、検討する必要がある。


